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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

2/23現在 

父島 

99.7/100 

母島  

92.2/100 

 

1 月気象状況    （父島） 

最高気温   24.1℃ 

最低気温   12.3℃ 

平均気温   18.4℃ 

平均湿度   69％ 

月降水量   65.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（2/1） 

             2,646人 

             父島      母島                

  人口      2,166人   480人 

  世帯      1,229    274 

                                             

  

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
を
記
念
し
て
、
小
笠
原

村
の
行
政
区
域
で
あ
り
な
が
ら
、
な
か
な
か
行
く
こ

と
の
で
き
な
い
沖
ノ
鳥
島
に
行
き
、
実
際
に
見
て
知

っ
て
い
た
だ
き
、
国
家
的
役
割
や
小
笠
原
村
に
お
け

る
沖
ノ
鳥
島
の
意
義
な
ど
を
学
び
、
考
え
る
機
会
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
主
に
村
民
を
対
象
と
し

た
「
沖
ノ
鳥
島
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。 

 

【
実
施
期
間
（
目
安
）】 

《
行
程
》 

                         

※
天
候
不
良
等
に
よ
り
出
航
で
き
な
い
場
合
は
、
予

備
日
を
設
定
せ
ず
に
中
止
と
し
ま
す
。 

【
参
加
費
の
目
安
】 

 

２
等
和
室
で
往
復
２
万
円
前
後
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 

 

【
視
察
内
容
】 

沖
ノ
鳥
島
に
到
着
後
、
船
上
か
ら
北
小
島
・
東
小

島
な
ど
を
視
察
し
、
航
海
中
に
は
講
演
会
・
展
示
・

ビ
デ
オ
放
映
・
星
空
観
察
会
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

【
村
民
参
加
者
の
募
集
】 

 

村
民
だ
よ
り
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
往
復
48
時
間
の
航
海
の
た
め
、
参
加
者
の
健
康
と

安
全
管
理
等
を
考
慮
し
、
参
加
条
件
を
設
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２
―
３
１
１
１  

 

   

日
頃
よ
り
村
の
水
道
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
回
の
改
定
で
は
、
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更

新
等
に
よ
る
財
政
需
要
に
対
す
る
健
全
化
を
図
る
こ

と
と
、
限
り
あ
る
水
資
源
を
よ
り
効
率
的
に
使
用
す

る
た
め
、
皆
様
の
節
水
努
力
が
料
金
に
反
映
さ
れ
る

体
系
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

 

１ 

現
在
の
基
本
使
用
料
金
量
範
囲
（
０
～
10
㎥
）

を
廃
止
し
、
基
本
料
金
は
値
下
げ
し
て
全
て
従
量
制

と
し
ま
し
た
。
な
お
、
平
均
の
改
訂
率
は
11
％
ア
ッ

プ
と
な
り
ま
す
。 

２ 

月
の
使
用
量
が
５
㎥
以
下
の
方
は
値
下
げ
と
な

り
ま
す
。 

３ 

半
月
未
満
で
の
基
本
使
用
料
半
額
制
度
は
無
く

な
り
ま
す
。 

 

※
な
お
、
口
径
別
の
料
金
表
は
建
設
水
道
課
、
母
島

支
所
の
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。（
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
順
次
掲
載
予
定
で
す
。） 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

●
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 
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沖
ノ
鳥
島
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す 

 

５
月
か
ら
水
道
料
金
が
か
わ
り
ま
す 

 

午前９時　母島発（ははじま丸チャーター）　

午前11時　父島着

午後３時30分　父島出港（おがさわら丸チャーター）

午後１時20分　沖ノ鳥島着　

午後２時30分　沖ノ鳥島発

昼の12時50分　父島着　

午後５時　父島発（ははじま丸チャーター）

午後７時　母島着

６月８日（金）

６月９日（土）

６月10日（日）

父島 

母島 

硫黄島 

沖ノ鳥島 

南鳥島 
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【一般男子の部　６ｋｍ 】 【一般男子の部　４ｋｍ】 【女子の部　４ｋｍ】

第１位　中井　孝昌　20分40秒 第１位　市野　雄一　16分48秒 第１位　中村　綾香　17分46秒

第２位　牛島　康博　22分55秒 第２位　佐藤　力哉　18分22秒 第２位　矢嶋和歌子　18分30秒

第３位　川口　敬示　23分30秒 第３位　宮田　信弘　19分08秒 第３位　杉山　朋美　19分43秒

【小学生低学年男子の部　２ｋ】 【小学生低学年女子の部  ２ｋｍ】

第１位　吉田　智貴　 8分28秒 第１位　森下　加椰   9分18秒

第２位　高野　青波　 8分41秒 第２位　小森谷波花   9分31秒

第３位　竹之内来輝   8分51秒 第３位　髙嶺　佳加   9分33秒

【小学生高学年男子の部  ４ｋｍ】 【小学生高学年女子の部  ４ｋ】

第１位　オオヒラ　ローキ 第１位　竹之内和奏　18分26秒

　16分47秒 第２位　吉田　梨乃　20分07秒

第２位　鯰江　和人　17分17秒 第３位　五十嵐桜空　20分11秒

第３位　小野寺鼓童　17分26秒

【中学生男子の部　６ｋｍ】 【中学生女子の部　４ｋｍ】 【団体の部 男子　６ｋｍ】上位５名の合計

第１位　高野　一海　23分56秒   第１位　鯰江　咲子　17分34秒 第１位　小笠原中学校　2時間 3分35秒

第２位　仲島　暖人　24分02秒   第２位　関口　碧海　18分37秒 第２位　村役場男子　　2時間 5分17秒

第３位　高野　碧　　24分22秒   第３位　森岡　未紗　18分37秒 第３位　海上自衛隊父島基地分遣隊

　  　　　　　　　　　 2時間  7分46秒
【高校生男子の部　６ｋｍ】 【高校生女子の部　４ｋｍ】

  第１位　深野　雄太　27分24秒   第１位　宮川栄南美　21分19秒 【団体の部 女子　４ｋｍ】上位５名の合計

  第２位　工藤　凪音　30分27秒   第２位　西澤　悠希　22分03秒 第１位　小笠原中学校　1時間33分35秒

  第３位　藤谷　天蔵　30分29秒   第３位　楜澤　風　　22分22秒 第２位　小笠原小学校　1時間40分19秒

　第３位　Ogarunレディース

　　1時間45分41秒

   

  

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
の
支
払
方
法
に
は
、
次
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。 

◎
支
払
方
法 

 

・
月
額
払
い 

 

・
年
払
い
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
） 

◎
利
用
料 

                      

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
免
対
象
の
方
は
、
減

額
さ
れ
ま
す
。 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
い
方
法
の
変
更
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
総
務
課
窓
口
、
母
島
支
所
窓
口
に
て

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
届
出
締
切
】
４
月
20
日
（
金
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

２
―
３
７
８
０  

   
 

第 45 回小笠原ロードレース大会結果 

１月２８日に実施したロードレース大会の、各部門の上位結果を紹介いたします。 

 

マラソン日和の天候の下、参加選手は力強く走りました。 

大会の運営にご協力いただきました各関係機関および諸団体の皆様に、紙面を

借りてお礼申し上げます。 

 

●問合せ先  小笠原ロードレース実行委員会（教育委員会内）２―３１１７ 

 

 
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
方

法
に
つ
い
て 

 

◆ケーブルテレビ利用料

支払方法 金額

月払い利用料 1,540円

年払い利用料 16,940円

利用形態 月額利用料 年払い利用料

一般利用 4,110円 45,210円

事業所利用(１事業所につき) 9,250円 101,750円

同時接続台数50台を超え、グローバ

ルIPアドレス付与による利用
102,850円 1,131,350円

◆インターネット利用料
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【
応
募
資
格
】
①
～
⑥
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

 

①
申
込
者
本
人
が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と 

 

②
申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
３
年

以
上
し
て
い
る
こ
と 

 

③
自
立
し
て
日
常
生
活
が
営
め
る
こ
と 

 

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と 

 

⑤
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
は
日
常
生
活
に
支

障
が
あ
る
こ
と 

 

⑥
連
帯
保
証
人
（
島
内
在
住
者
）
が
い
る
こ
と 

※
入
居
に
関
し
て
は
、
抽
選
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
住
宅
名
】 

 

東
京
都
小
笠
原
二
見
台
ア
パ
ー
ト
３
号
棟 

【
所
在
地
】
父
島
字
清
瀬 

【
募
集
戸
数
】
単
身
用
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
）
１
戸 

【
入
居
予
定
日
】
５
月
１
日
（
火
）
以
降 

【
使
用
料
】
３
万
３
１
０
０
円 

【
申
込
方
法
】 

 

申
込
書
、住
宅
状
況
申
告
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
お
よ
び
申
込
書
配
布
場
所
】 

 

村
民
課
福
祉
係
、
母
島
支
所
庶
務
係
（
３
月
１
日

か
ら
配
布
し
ま
す
。） 

【
申
込
期
間
】
３
月
５
日
（
月
）
～
30
日
（
金
） 

  

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９  

    

【
実
施
日
程
】
３
月
14
日
（
水
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

    
第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
３
月
23
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。（
※
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
６
日
（
火
）
午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
３
月
５
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時
》 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
） 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

         

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え

す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を

行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
14
日
（
水
）
午
前
11
時
こ
ろ 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１  

         

村
・
都
民
税
（
住
民
税
）
は
、
都
や
村
が
お
こ
な

う
地
方
・
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
防
犯
、
消
防
、

防
災
、
教
育
、
福
祉
、
衛
生
、
上
下
水
道
や
道
路
整

備
・
維
持
管
理
な
ど
）
に
か
か
る
費
用
を
、
そ
こ
に

住
む
居
住
者
（
住
民
）
に
、
広
く
負
担
し
て
も
ら
う

と
い
う
性
格
を
持
つ
地
方
税
（
都
道
府
県
や
市
町
村

に
納
め
る
税
金
）
で
す
。 

所
得
税
な
ど
国
税
の
確
定
申
告
（
自
ら
税
額
ま
で

計
算
し
て
申
告
・
納
税
す
る
方
式
）
と
異
な
り
、
個

人
の
住
民
税
は
、
村
が
税
額
を
計
算
・
決
定
（
課
税
）

し
、
納
め
て
い
た
だ
く
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
、
毎
年
３
月
15

日
ま
で
に
「
住
民
税
の
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
な
人
】 

①
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
賦
課
期
日
（
１
月

１
日
）
時
点
の
住
所
地
（
居
住
地
）
の
市
町
村
に
申

告
が
必
要
で
す
（
次
の
【
住
民
税
申
告
の
必
要
の
無

い
人
】
を
除
く
）。 

②
住
所
地
以
外
に
家
屋
敷
等
の
あ
る
人
（
※
１
） 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
の
無
い
人
】 

①
所
得
税
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
（
※
２
） 

な
お
、
所
得
税
で
「
確
定
申
告
の
不
要
な
人
」
に

該
当
す
る
場
合
で
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
や
公
的
年
金
の
み
の
人
で
、

高
齢
者
向
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
） 

入
居
者
募
集 

 

 

村
・
都
民
税
（
住
民
税
）
の 

申
告
に
つ
い
て 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

  

防
災
行
政
無
線
に
よ
る 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 
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給
与
ま
た
は
年
金
の
支
払
者
よ
り
当
該
市
町
村
に
そ

の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
高
額

な
医
療
費
や
寄
附
金
な
ど
の
控
除
で
き
る
も
の
が
あ

っ
て
、
そ
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
申

告
が
必
要
） 

③
収
入
が
「
無
い
」「
少
額
」
な
ど
に
よ
り
、
申
告
し

て
も
結
果
的
に
住
民
税
が
非
課
税
と
な
る
場
合
（
※

３
） 

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
課
税
事
務
上
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
非
課
税
証
明
書
」
や
「
所
得

証
明
書
」
な
ど
、
税
関
係
の
証
明
書
が
必
要
な
場
合

に
は
申
告
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
住
民
税
の
賦
課
資
料
は
、
国
民
健
康
保
険

税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保

育
料
な
ど
の
算
定
資
料
、
児
童
福
祉
・
医
療
福
祉
・

障
害
福
祉
な
ど
の
手
当
・
給
付
金
な
ど
の
支
給
判
定

の
資
料
に
も
な
り
ま
す
。 

◇
住
民
税
申
告
書
の
用
紙
は
、
村
役
場
の
税
務
係
や

母
島
支
所
窓
口
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。 

 

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
「
各
課
の
ペ
ー
ジ
」
→
「
財

政
課
」
→
「
税
金
（
申
請
・
届
出
）」
→
「
個
人
の
住

民
税
（
村
民
税
・
都
民
税
）
関
連
の
申
告
・
届
出
」 

 

※
１ 

実
際
に
住
ん
で
い
る
市
町
村
で
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
１
月
１
日
現
在
で
そ
の
住

所
地
以
外
に
家
屋
敷
等
（
家
屋
敷
ま
た
は
事
務
所
・

事
業
所
）
を
有
す
る
方
は
、
そ
の
所
在
地
で
も
住
民

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
（
均
等
割
の
み
）。 

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
家
屋
敷
等
の
所
在
地

の
市
町
村
に
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。 

※
２ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
は
、

住
民
税
の
申
告
書
も
提
出
し
た
と
み
な
さ
れ
、
そ
の

申
告
な
ど
を
も
と
に
住
民
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
所
得
税
の
計
算
に
は
必
要
な
い
も
の

の
住
民
税
の
計
算
で
必
要
に
な
る
事
項
の
記
載
欄
が

所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
あ
り
ま
す
。「
所
得
税
の
確

定
申
告
の
手
引
き
」
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
漏
れ
が

無
い
よ
う
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
３ 

前
年
の
合
計
所
得
金
額
（
損
失
の
繰
越
控
除

前
の
金
額
）
が
、
住
民
税
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額

を
越
え
な
い
人
。 

非
課
税
限
度
額
：
28
万
円×

（
控
除
対
象
配
偶
者

お
よ
び
扶
養
親
族
人
数
＋
１
）
＋
16
万
８
千
円
（
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
に
加

算
） 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２  

   
 

  

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
東
京

都
39
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事

故
に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。 

 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
加
入

申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

【
そ
の
他
】 

○
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

の
い
る
会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
時
に
は
、
年

額
10
万
２
千
円
の
交
通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。 

○
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ

―
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済 

検
索
」 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

   

  

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
・
大
学
院
、
高
等
専
門
学

校
、
ま
た
は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資
金
の
貸
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。 
 
 

【
貸
付
の
要
件
】 

○
貸
付
の
日
の
３
年
前
か
ら
引
き
続
き
小
笠
原
村
に

住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ
と 

○
大
学
・
大
学
院
の
第
１
学
年
、
高
等
専
門
学
校
の

第
４
学
年
ま
た
は
専
修
学
校
の
第
１
学
年
で
あ
る
こ

と
（
た
だ
し
、
大
学
も
し
く
は
専
修
学
校
の
第
２
学

年
以
上
の
学
年
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
の
第
５
学
年

に
在
学
中
で
、
学
資
金
の
貸
付
を
必
要
と
す
る
特
別

の
事
情
が
発
生
し
た
場
合
を
除
く
） 

【
貸
付
金
額
】
月
額
２
万
５
千
円 

 

そ
の
ほ
か
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２
―
３
１
１
７  

  

  

七
島
信
用
組
合
で
は
、
創
立
60
周
年
を
機
に
地
域

の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
返
還
不
要

の
奨
学
金
制
度
を
設
立
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

【
給
付
金
額
】
１
人
１
回
限
り
10
万
円 

※
返
還
不

要
。 

【
募
集
人
数
】
15
名 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
厳
正

な
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】
４
月
２
日
（
火
）
～
27
日
（
金
） 

【
受
給
資
格
】 

 

次
の
３
つ
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

○
平
成
30
年
４
月
に
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校

等
へ
進
学
す
る
方
。 

○
保
護
者
が
伊
豆
諸
島
、
小
笠
原
諸
島
に
居
住
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
女
。 

○
保
護
者
の
収
入
が
給
与
所
得
者
で
は
７
百
万
円
以

下
、
給
与
所
得
者
以
外
は
４
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。 

●
問
合
せ
先 

 

七
島
信
用
組
合
本
部
（
大
島
） 

０
４
９
９
２
―
２
―
１
６
６
１ 

小
笠
原
支
店
窓
口
ま
で 

２
―
７
４
１
０ 

     

出
張
期
間
：
２
月
10
日
～
27
日 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会 

・
都
知
事
と
の
意
見
交
換 

・
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
引
渡
式 

・
島
嶼
町
村
会
町
村
長
会
議 

・
島
し
ょ
振
興
公
社
会
議 

・
返
還
50
周
年
記
念
貨
幣
打
初
め
式 

・
小
笠
原
Ｄ
Ａ
Ｙ 

・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

・
国
、
都
、
関
係
機
関
挨
拶
、
要
望
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

    

２
月
13
日
付 

【
採
用
（
主
任
級
）】 

医
療
課
付 

信
澤 

美
奈
子
〔
看
護
師
〕 

 
 

 

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

『
し
ん
く
み
は
ば
た
き
奨
学
金
』 

 

 

村
長
出
張
報
告 

 

交
通
災
害
共
済 

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動 
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交
通
少
年
団
は
、
活
動
を
通
じ
て
周
囲
の
人
々
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、
団
員
自
ら
が
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
社
会
人
に

育
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

主
な
活
動
は
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ
ト

カ
ー
に
よ
る
広
報
の
ほ
か
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ク
リ
ス

マ
ス
会
も
行
い
ま
す
。 

【
申
込
資
格
】
小
笠
原
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生 

【
申
込
期
間
】
年
間
を
通
じ
申
込
を
受
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
30
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で
に
申
し
込

ま
れ
た
方
は
、５
月
に
入
団
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
申
込
先
】
小
笠
原
警
察
署 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署
２
―
２
１
１
０ 

 

    

【
日
時
】 

３
月
19
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】 

 

母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
離

職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 
※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２  

    

          

30
歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
、
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し

ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。 

 

※
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診
を
内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も

の
で
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
受
診
さ
れ
た
方

は
、
11
月
頃
に
実
施
予
定
の
「
小
笠
原
村
健
康
診
断
」

に
お
い
て
、子
宮
頸
が
ん
検
診（
検
診
内
容
は
同
じ
）・

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
及
び
視
触
診
を
実
施
）

を
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
１
人
様
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。 

※
が
ん
検
診
の
受
診
は
、
年
度
内
お
１
人
に
つ
き
１

回
で
す
。 

【
発
行
対
象
者
】 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】 

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
用
（
内
診
、
細
胞
診
、
コ
ル
ポ

ス
コ
ー
プ
診
及
び
エ
コ
ー
） 

・
乳
が
ん
検
診
用
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
及
び
視
触
診
） 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

医
療
法
人
社
団 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

千
代
田
区
飯
田
橋
３
―
６
―
５（
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
前
） 

【
受
診
で
き
る
期
間
】 

 

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
29
日 

※
土
・
日
・
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。 

 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
み
先
】 

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課
福
祉
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
申
し
込
み
期
間
】 

 

 
 

４
月
１
日
～
平
成
31
年
２
月
28
日 

  

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９  

   

３
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
１
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
） 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン 

※
そ
の
他
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

     

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の

み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
日
受
診
で
き
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

 

小
笠
原
交
通
少
年
団
の
募
集 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診 

ク
ー
ポ
ン
券 

 

定
期
予
防
接
種 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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【
日
時
】
３
月
16
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

     

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
３
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時
～
10
時
30

分 【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

      

身
近
な
も
の
で
簡
単
に
作
れ
る
手
作
り
お
も
ち
ゃ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
子
さ
ま
と
一
緒
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
日
々
の
子
育
て
の
悩
み
や

疑
問
、
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
小
学
校
入
学
前
の
お
子
様
と
そ

の
保
護
者 

◎
父
島 

【
日
時
】
３
月
12
日
（
月
）
午
後
３
時
～
４
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

◎
母
島 

【
日
時
】
３
月
13
日
（
火
）
午
前
10
時
15
分
～
11

時
45
分 

【
場
所
】
母
島
支
所 

【
講
師 

渡
邊 

眞
理 

氏: 

臨
床
発
達
心
理
士
・

日
本
児
童
教
育
専
門
学
校
講
師 

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

    

臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま

す
。「
癖
が
気
に
な
る
」「
お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ

っ
と
気
に
な
る
」「
い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
」「
ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い
の
？
」

な
ど
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。 

な
お
、
場
所
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】 

就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

◎
父
島 

【
日
程
】
３
月
11
日
（
日
）
午
後 

 
 
 
 

３
月
12
日
（
月
）
午
前
・
午
後 

 
 

◎
母
島 

【
日
程
】
３
月
13
日
（
火
）
午
後 

※
申
し
込
ま
れ
た
時
点
で
日
時
を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【
臨
床
発
達
心
理
士
】
渡
邊 

眞
理 

氏 

  

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

  

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
３
月
28
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
内
容
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
幹
運

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

      

だ
し
や
香
味
野
菜
、
ス
パ
イ
ス
な
ど
の
調
味
料
を

上
手
に
活
用
し
た
り
、
調
理
方
法
を
工
夫
す
る
だ
け

で
、
簡
単
に
減
塩
食
が
作
れ
ま
す
。
管
理
栄
養
士
と

一
緒
に
体
の
こ
と
を
考
え
た
お
い
し
い
減
塩
食
を
作

っ
て
、
食
べ
ま
し
ょ
う
。
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す(

20
歳
以

上) 

【
日
時
】
３
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

調
理
室 

【
定
員
】
６
名 

【
講
師
】
管
理
栄
養
士
（
医
療
課
所
属
） 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具 

【
費
用
】
無
料 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 
２
―
３
９
３
９ 

 

  

  

◎
54
時
間
特
別
相
談 

【
日
時
】
３
月
３
日
深
夜
０
時
～
５
日
６
時
間
受
付 

【
電
話
】 

０
１
２
０
―
５
８
―
９
０
９
０ 

◎
多
重
債
務
１
１
０
番 

【
日
時
】
３
月
５
日
～
６
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
電
話
】
０
３
―
３
２
３
５
―
１
１
５
５ 

◎
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話 

【
日
時
】
３
月
10
日
午
前
８
時
～
11
日
午
前
８
時 

【
電
話
】
０
１
２
０
―
７
８
３
―
５
５
６ 

◎
自
死
遺
族
傾
聴
電
話 

【
日
時
】
３
月
13
日
～
16
日
午
前
10
時
～
午
後

10
時 

【
電
話
】
０
３
―
３
７
９
６
―
５
４
５
３ 

◎
自
死
遺
族
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

【
日
時
】
３
月
17
日
～
19
日
午
前
11
時
～
午
後
７

時 【
電
話
】
０
３
―
３
２
６
１
―
４
３
５
０ 

◎
東
京
都
自
殺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

【
日
時
】
３
月
26
日
～
30
日
24
時
間
受
付 

【
電
話
】
０
５
７
０
―
０
８
７
４
７
８ 

◎
有
終
支
援
い
の
ち
の
山
彦
電
話 

【
日
時
】
３
月
１
日
～
31
日
正
午
～
午
後
８
時 

※
金
曜
日
の
み
午
後
10
時
ま
で 

【
電
話
】
０
３
―
３
８
４
２
―
５
３
１
１ 

 

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
以
外
は
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
福
祉
保
険
局 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
３
１
０ 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

 

乳
幼
児
計
測
会
（
母
島
） 

 

子
育
て
相
談 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 

 

栄
養
教
室
（
父
島
） 

～Chichijima

栄
養
教
室 

時
短
で
か
ん
た
ん 

バ
ラ
ン
ス
栄
養
食
～ 

 
 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

～
か
ん
た
ん
！
た
の
し
い
！
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で

遊
ぼ
う
～ 

 

 

自
殺
防
止
！
東
京
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 
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３
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

  

   

 今
年
も
「
送
」「
創
」「
想
」「
奏
」
を
テ
ー
マ
に
鼓

舞
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
１
８
を
開
催
し
ま
す
。 

出
演
チ
ー
ム
が
「
思
い
出
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
」
と
な

り
、
旅
立
つ
人
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
思
い
思
い

の
想
い
を
込
め
た
熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
10
日
（
土
）
午
後
４
時
30
分
～
８
時

30
分 

【
場
所
】
お
祭
り
広
場
（
荒
天
時
・
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
） 

【
主
催
】
鼓
舞
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
実
行
委
員
会 

【
協
賛
】(

株)

と
き
わ 

【
協
力
】
小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
、
ガ
ッ
ツ
リ
サ

ー
ビ
ス
、
父
島
音
響
株
式
会
社
、
公
益
財
団
法
人
東

京
都
公
園
協
会 

【
後
援
】小
笠
原
村
、小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
、

東
京
七
島
新
聞
社 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
田
川
明
子 

０
９
０
―
３
６
０
８
―
７
８
３
７ 

小
野 

恵 

２
―
７
１
２
０ 

 

  

 

船
客
待
合
所
の
お
土
産
売
店
「
船
待
屋
」
で
は
ア

ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
勤
務
日
・
時
間
】
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日 

午
後

１
時
～
４
時 

毎
出
港
日
で
な
く
て
も
可
。
シ
フ
ト

制
。 

【
仕
事
内
容
】
商
品
陳
列
、
販
売
、
レ
ジ
打
込
み
等 

【
時
給
】
１
２
０
０
円
（
試
用
期
間
千
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

２
―
２
５
８
７ 

          

◎
お
い
し
～
ま
小
笠
原
『
創
作
料
理
講
習
会
』 

 

島
の
食
材
を
活
用
し
た
新
し
い
郷
土
料
理
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
島
の
食
材
の
新
た
な
活
用
法
が

わ
か
り
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
広
が
り
ま
す
！ 

 

野
菜
ソ
ム
リ
エ
講
座
を
主
催
す
る
な
ど
、
幅
広
く

活
躍
中
の
料
理
研
究
家
、
田
中
稔
先
生
を
講
師
に
お

招
き
し
、
田
中
先
生
考
案
の
新
し
い
小
笠
原
の
郷
土

料
理
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
そ
の
ま
ま
で
も
美
味
し
い
島
の
食
材
が
、
プ
ロ
な

ら
で
は
の
ほ
ん
の
一
工
夫
で
、
も
っ
と
美
味
し
く
、

あ
な
た
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
料
理
上
手
に
！ 

 

料
理
が
初
め
て
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
料
理
を

さ
れ
て
い
る
方
に
も
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
コ
ツ
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
開
催
日
時
】
４
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

日
時
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
４
月
18
日(

水)

午
前
10
時
～
正
午 

②
４
月
18
日(

水)

午
後
６
時
～
８
時 

③
４
月
19
日(

木)

午
前
10
時
～
正
午 

④
４
月
19
日(

木)

午
後
６
時
～
８
時 

※
③
は
父
島
か
ら
日
帰
り
で
参
加
可
能
で
す
。
は
は

じ
ま
丸
運
賃
は
全
額
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
③
の
講

習
会
終
了
後
、
農
場
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。(

希

望
者
の
み) 

【
講
師
】
田
中 

稔
氏 

（
名
古
屋
を
代
表
す
る
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
） 

【
参
加
費
】
千
円
（
材
料
費
・
保
険
代
込
み
） 

【
申
込
期
限
】
４
月
10
日(

火) 

【
定
員
】
各
回
先
着
12
名 

 

申
込
み
は
母
島
観
光
協
会
ま
で
、
メ
ー
ル
ま
た
は

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０ 

 

メ
ー
ル
：info@hahajima.com 

     

◎
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
と
の
学
生
交
流 

 

返
還
50
周
年
を
記
念
し
、
小
笠
原
諸
島
と
同
じ

「
世
界
自
然
遺
産
」
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
か
ら
、
中

高
生
を
招
い
て
、
小
笠
原
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す

る
取
組
み
を
行
い
ま
す
。
滞
在
期
間
中
に
は
、
地
元

の
高
校
生
や
小
中
学
生
と
の
交
流
の
ほ
か
、
小
笠
原

の
自
然
体
験
、
ノ
ネ
コ
対
策
作
業
な
ど
様
々
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

【
来
島
期
間
】
３
月
５
日(

月)

～
14
日(

水) 

 

そ
の
際
に
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン

研
究
所
」の
イ
ス
リ
エ
タ
所
長
も
来
島
し
ま
す
の
で
、

村
役
場
環
境
課
と
連
携
し
て
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
学
ぶ

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

ま
た
、東
京
で
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。 

 

船
待
屋
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
募
集 

 
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

 
So!so!so!

鼓
舞
ラ
イ
ブ ２

０
１
８ 

 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
自
主
事
業 

 

小
笠
原
の
未
来
に
つ
な
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

次
世
代
育
成 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,794 等級 大人 小人

49,330 42,210 24,670 (+156) 4,400 2,200

(+730) (+630) (+370) 14,704 (+520) (+260)

35,630 28,510 17,820 (+146) 5,280 2,640

(+530) (+430) (+270) 13,526 (+620) (+310)

26,850 21,480 13,430 (+134) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+400) (+320) (+200) 1,583
23,560 18,850 11,780 (+16)

(+350) (+280) (+170) 1,178 8,966
等級 村民 村民小人 身障者 (+12) (+672)

40,430 20,220 24,670 8,406
(+600) (+300) (+370) (+630)

26,730 13,370 17,820 7,846
(+400) (+200) (+270) (+588)

20,140 10,070 13,430 898
(+300) (+150) (+200) (+67)

17,670 8,840 11,780 677
(+260) (+130) (+170) (+51)

3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

村民割引

2等往復

5,000

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室

3等品

小口
0.075t以下

3月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(
3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
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◎
チ
ャ
ー
ル
ズ
ダ
ー
ウ
ィ
ン
研
究
所
所
長
来
日
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
『
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
と
小
笠
原
』 

【
日
時
】
３
月
19
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分 

【
場
所
】
首
都
大
学
東
京
秋
葉
原
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
（
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅
徒
歩
１
分
） 

【
内
容
（
予
定
）】 

〇
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
高
校
生
に
よ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
紹
介 

〇
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
持
続
可
能
な
発
展 

ア
ル
ト
ゥ

ロ
・
イ
ス
リ
エ
タ
氏
（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
研
究
所
所
長
） 

〇
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
保
全
１
０
０
の
成
功
、
１
０
０
の

失
敗 

真
板
昭
夫
（
北
海
道
大
学
） 

〇
小
笠
原
の
生
態
系
保
全
と
自
然
管
理 

清
水
善
和

（
駒
澤
大
学
） 

 

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
７
７
９ 

 

◎
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
学
ぶ
」
交
流
会 

 

返
還
50
年
の
今
年
は
、
日
本
と
エ
ク
ア
ド
ル
の
外

交
樹
立
か
ら
１
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。エ
ク
ア
ド
ル
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
と
い
え
ば
、

同
じ
海
洋
島
と
し
て
小
笠
原
と
も
よ
く
比
較
さ
れ
ま

す
が
、
世
界
自
然
遺
産
の
第
１
号
で
あ
り
、
ダ
ー
ウ

ィ
ン
研
究
所
は
世
界
的
に
有
名
な
保
全
機
関
で
す
。 

 

今
回
、
返
還
50
周
年
記
念
事
業
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
研

究
所
の
方
や
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
中
高
生
が
来
島
す
る
機

会
を
活
か
し
て
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
に
お
け
る
人
と

自
然
の
共
生
す
る
取
組
に
つ
い
て
学
ぶ
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
７
日
（
水
）
午
後
６
時
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

母
島
支
所
大
会
議
室
（
テ
レ
ビ
会
議
） 

【
内
容
（
予
定
）】 

〇
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
高
校
生
に
よ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
紹
介 

〇
講
演
：『
世
界
自
然
遺
産
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
生
き
る
こ

と
（
仮
）』 

ア
ル
ト
ゥ
ロ
・
イ
ス
リ
エ
タ
氏
（
ダ
ー

ウ
ィ
ン
研
究
所
所
長
） 

〇
意
見
交
換
会 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

事
務
局 

 
 
 

２
―
３
９
４
１ 

          
【
開
館
】
３
月
３
日
、
27
日
、
28
日
を
除
く
毎
日
開

館
。 

【
通
常
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
夜
間
～
午
後
９
時
） 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

◎
本
館 

「
ク
ジ
ラ
展
」
～
こ
ん
な
に
違
う
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ 

開
催
中 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
実
物
大
の
展
示
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
態
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

◎
新
館
「
つ
な
が
る
島
々
展
」
～
開
催
中 

西
之
島
の
最
新
情
報
を
含
め
、
小
笠
原
の
島
々
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

  

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１

     

次
の
①
及
び
②
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必
要

な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

 

①
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
） 

 

父
島
及
び
母
島
等
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易

講
習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ

る
「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

②
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る
方

（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
①
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実
施
し

ま
す
の
で
、
①
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。 

 

●
父
島
会
場 

【
日
時
】
３
月
12
日
（
月
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時

30
分 た

だ
し
、
当
日
受
講
で
き
な
い
方
は
、
別
途
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室 

 

 

●
母
島
会
場 

【
日
時
】
３
月
19
日
（
月
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室 

●
必
要
な
物 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

       

平
成
30
年
度
、
父
島
、
母
島
及
び
聟
島
の
森
林
生

態
系
保
護
地
域
内
（
国
有
林
）
の
指
定
ル
ー
ト
を
ガ

イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方

を
対
象
と
し
た
新
規
及
び
継
続
の
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
な
お
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
は
、
南

島
又
は
石
門
の
限
定
で
す
。
そ
れ
以
外
の
指
定
ル
ー

ト
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
講
習
の
受
講
が
必

要
で
す
。
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

１ 

対
象
者 

①
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ

る
方
【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更

新
）】 

  

②
①
を
受
講
さ
れ
た
方
又
は
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
登
録
ガ
イ
ド
（
陸
域
ガ
イ
ド
）
の
方
で

東
平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー 

(

Ｓ
Ａ) 

の
林
内
歩
道
２
を
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方
【
Ｓ
Ａ
ガ
イ
ド
及
び

環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更
新
）】 

２ 

受
付
期
間
及
び
受
付
時
間 

 

講
習
前
日
ま
で
の
午
前
８
時
～
午
後
５
時
ま
で

（
た
だ
し
、
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
の
閉
庁
日
及
び

正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
。） 

３ 

受
付
方
法 

 

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に
希
望

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
） 

 

 

保
護
地
域
「
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育

指
導
者
向
け
利
用
講
習
会
」
の
開
催

（
父
島
・
母
島
） 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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の
講
習
内
容
を
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
習
当
日
は
、
18
歳
以
上(

平
成
29
年
４
月
１
日
現

在)

で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な

ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

４ 

会
場
及
び
開
催
日
時 

 
 
 
 
 
 

◎
父
島
会
場
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

【
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者（
新
規
・
更
新
）】 

《Ⅱ

》
３
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30

分 【
Ｓ
Ａ
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
（
新
規
・
更

新
）】 

《Ⅱ

》
３
月
９
日
（
金
）
午
後
６
時
～
７
時 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

   

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２
―
２
１
０
３

    

国
有
林
で
は
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地

域
に
お
い
て
、
特
異
的
・
原
生
的
な
自
然
を
後
世
に

残
す
た
め
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
次
に
よ
り
保
全
セ
ン
タ
ー
ほ
か
の
取
組
報
告
と

宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
谷
本
丈
夫
氏
の
特
別
講
演
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。入
場
無
料
で
す
の
で
、皆
さ
ま
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 【
日
時
】
３
月
１
日(

木) 

午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】 

 
①
国
有
林
の
取
組
報
告
（
保
全
セ
ン
タ
ー
） 

②
【
特
別
講
演
】 

小
笠
原
の
樹
木
と
森 

～
見
た
こ
と
・
考
え
た
こ
と
・
こ
れ
か
ら
の
こ
と
～ 

（
宇
都
宮
大
学
谷
本
氏
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
４
０
３ 

    

     

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
出
現
状
況 

 
 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
も
い
よ
い
よ
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
島
周
り
で
は
た
く
さ
ん
の
ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。 

左
の
グ
ラ
フ
は
、
昨
年
12
月
か
ら
の
定
点
観
測
で

発
見
し
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
平
均
頭
数
を
半
月
ご
と

に
算
出
し
、
過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
観
測
結
果
で
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
以

上
の
発
見
が
あ
り
、
２
月
前
半
に
お
い
て
は
、
30

分
間
で
８
頭
ほ
ど
多
く
の
ク
ジ
ラ
が
観
測
さ
れ
て
い

ま
す
。 

                   

ま
た
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
ド
ッ
ク
中
に
行
っ
た
、

父
島
周
り
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
個
体
数
推
定
の
た
め

の
一
斉
目
視
調
査
で
は
、
23
群
29
頭
の
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。
調
査
へ
ご
協
力
い
た
だ
い
た
船
主
お
よ

び
調
査
員
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
島
周
り
を
船
舶
で
航
行
す
る
際
に
は
ク

ジ
ラ
と
の
衝
突
に
十
分
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
自
主
ル
ー
ル
遵
守
に
も
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
新
規
認
定
講
習
会
（
父
島
） 

 

【
日
時
】
３
月
15
日
（
木
）
午
後
６
時
〜
午
後
９

時 【
場
所
】
Ｂ
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
） 

【
講
習
内
容
】 

○
小
笠
原
の
基
礎
鯨
類
学 

○
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学 

【
対
象
者
】
15
歳
以
上 

（
ガ
イ
ド
経
験
不
問
、
鯨
類
と
ガ
イ
ド
の
勉
強
を
し

た
い
方
） 

※
要
予
約
で
す
。
詳
細
は
村
内
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５ 

 

国
有
林
の
取
組
報
告
・ 

特
別
講
演
会
の
開
催
（
父
島
） 
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

 

そ
の
２
０
２ 

 

―
ウ
ミ
ガ
メ
漁
が
始
ま
り
ま
す
― 

今
年
も
ま
た
ウ
ミ
ガ
メ
漁
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
島
を
代
表
す
る
食
文
化
・
ウ
ミ
ガ
メ
料
理

を
、
一
番
新
鮮
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の
も
こ
の

季
節
で
す
ね
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
か
ら
す
べ
て
の
ウ
ミ

ガ
メ
の
解
体
作
業
に
立
ち
会
い
、
解
体
時
に
メ
ス
ガ

メ
の
体
内
か
ら
と
れ
た
卵
（
体
内
卵
）
の
う
ち
食
用

に
し
な
い
卵
を
譲
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
譲
っ

て
い
た
だ
い
た
卵
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ふ
化
場
に

埋
め
人
工
的
に
ふ
化
さ
せ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
状
態
の
卵
が
ふ
化
す
る
の
？
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
条
件
さ
え
よ
け
れ
ば
、
元
気

な
稚
ガ
メ
が
ふ
化
し
ま
す
。
昨
年
は
体
内
卵
か
ら

35
頭
が
ふ
化
し
、
今
も
水
槽
を
元
気
に
泳
ぎ
回
っ

て
い
ま
す
。 

伝
統
的
な
ウ
ミ
ガ
メ
漁
や
食
文
化
の
継
承
と
、
そ

の
た
め
の
資
源
量
調
査
や
絶
滅
危
惧
種
で
も
あ
る
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
保
全
の
「
両
立
」
を
目
指
す
海
洋
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
、
今
年
も
解
体
作
業
を
お
手
伝
い
し

な
が
ら
、
少
し
で
も
多
く
の
カ
メ
が
ま
た
小
笠
原
へ

帰
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
な
様
々
な
ウ
ミ
ガ
メ
保
全

活
動
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

―
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
開
催
― 

 

３
月
11
日
（
日
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室
に
て
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
年
恒
例
の
小
笠
原
小
学
校
５
年
生

の
発
表
や
、
２
０
１
７
年
度
の
産
卵
ふ
化
状
況
に
加

え
、
東
京
海
洋
大
学
の
う
み
が
め
研
究
会
の
学
生
た

ち
が
ウ
ミ
ガ
メ
漁
で
獲
れ
た
カ
メ
の
内
容
物
を
調
べ

た
研
究
結
果
「
小
笠
原
の
ウ
ミ
ガ
メ
は
何
を
食
べ
て

い
る
の
か
」
な
ど
、
小
笠
原
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て

の
情
報
が
満
載
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
― 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
８
３
０ 

 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

 

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
三
十
五
貝
「
瞳
を
閉
じ
れ
ば
、
ま

ぶ
た
の
裏
に
あ
な
た
が
い
る
」 

   

標
題
は
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
氏
の
卒
業
ソ
ン
グ
の
１

節
、
私
も
島
を
引
き
揚
げ
る
と
き
に
、
歌
っ
て
も
ら

っ
た
記
憶
が
あ
る
。 

実
は
、
マ
イ
マ
イ
調
査
に
励
む
と
、
う
ず
ま
き
を

ガ
ン
見
す
る
か
ら
か
、
そ
の
姿
が
目
に
焼
き
付
き
、

目
を
と
じ
て
も
ま
ぶ
た
の
裏
に
マ
イ
マ
イ
が
現
れ

る
。
そ
う
し
て
目
が
覚
え
る
と
、
あ
っ
ち
に
も
、
こ

っ
ち
に
も
、
マ
イ
マ
イ
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
「
サ
ー
チ
イ
メ
ー
ジ
」、
自
分
が
生
き
物
を
探
し

に
い
く
と
き
や
、
初
め
て
の
調
査
を
す
る
人
に
伝
え

る
と
き
に
、
大
切
に
し
て
い
る
。 

    

               

兄
島
で
は
マ
イ
マ
イ
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん

で
い
る
。
私
た
ち
は
そ
こ
で
、
ネ
ズ
ミ
対
策
の
成
果

と
し
て
マ
イ
マ
イ
が
ど
れ
だ
け
回
復
し
て
く
れ
て
い

る
か
を
、
調
べ
あ
げ
る
。
島
民
チ
ー
ム
は
兄
島
中
の

30
地
点
の
そ
れ
ぞ
れ
50×

50cm

を
30
区
画
、
つ

ま
り
９
０
０
ヶ
所
の
、
カ
タ
マ
イ
マ
イ
と
ヤ
マ
キ
サ

ゴ
に
つ
い
て
、
生
貝
（
成
／
幼
）、
死
殼
（
新
／

古
）、
ネ
ズ
ミ
食
害
殼
（
新
／
古
）
を
見
分
け
た
数

の
記
録
、
計
千
８
０
０
の
デ
ー
タ
を
年
３
回
集
め

る
。
そ
れ
に
専
門
家
チ
ー
ム
が
年
１
回
調
べ
る
兄
島

の
全
種
デ
ー
タ
も
加
え
て
増
減
の
具
合
や
種
構
成
の

バ
ラ
ン
ス
を
解
析
す
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
の
暮
ら
し

に
影
響
が
な
い
よ
う
に
そ
の
場
観
察
だ
け
、
落
ち
葉

を
め
く
っ
て
も
元
に
も
ど
し
な
が
ら
。 

マ
イ
マ
イ
は
天
気
に
よ
っ
て
好
き
な
と
こ
ろ
に
ぎ

ゅ
っ
と
集
ま
る
し
、
ネ
ズ
ミ
は
急
に
マ
イ
マ
イ
を
食

べ
る
ブ
ー
ム
を
起
こ
す
。
気
ま
ぐ
れ
な
生
物
た
ち
の

わ
ず
か
な
変
化
を
読
み
取
っ
て
す
ば
や
く
次
の
作
戦

を
練
る
た
め
に
、
膨
大
な
デ
ー
タ
で
カ
バ
ー
す
る
の

だ
。 マ

イ
マ
イ
の
世
界
を
ま
ぶ
た
の
裏
だ
け
に
は
し
な

い
。
目
の
前
に
楽
園
が
広
が
る
日
を
目
指
し
て
、
マ

イ
マ
イ
チ
ェ
ッ
ク
は
つ
づ
く
。 

  【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

森
英
章 

【
イ
ラ

ス
ト
】
橋
本
愛
【
引
用
】
藤
巻
亮
太
「
３
月
９
日
」 



  NO．684   平成 26（2014）年 10月 1日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-11- 

 

  

 
 

                        

 

       

                

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

― 村民課福祉係 ― 

―  第２１7 号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

 先月の「普段の塩分量」編に続いて、今月は「かんたん減塩食」編をお届けします。みなさんは「減塩食」について

「薄味で美味しくなさそう」「調理が難しそう」などのイメージをお持ちではありませんか？実は、ちょっとの工夫で

簡単に減塩食が作れるだけでなく、しょうがやハーブなどの香味野菜やスパイス等を活用することで、風味が増してよ

り食卓が豊かになるんです♪減塩クッキングのポイントを覚えて、体のことを考えた美味しいご飯を作りませんか？？ 

ちょっとの工夫でかんたん減塩食♪ 

 減塩クッキングのポイント 

 

クジラ：減塩ってちょっとした工夫で出来るんだね。そういえば、この前、お味噌汁にきなこを入れて

みたけど、コクが増して美味しかったなぁ。これからも色々と試してみよう。  

保健師：そうなんです。「減塩」ってどうしても美味しくないイメージを持たれやすいけれど、実は簡

単に風味豊かなご飯を作ることが出来るんですよ♪♪栄養教室では、減塩のレシピをたくさ

んご紹介します。健康的な減塩生活を始めてみませんか？？ 

 

 

Part2 かんたん減塩食 編 

 

 

 

①だしをたっぷり使う 

昆布、削り節、干ししいたけな

どのだしを効かせれば、薄味で

も満足の味わいに。 

 

※ただし、顆粒だしには塩分が

多く含まれています！ 

(小さじ１杯=塩分 1.6ｇ) 

だしパックはほとんど塩分を含

んでいないので、お勧めです♪ 

 

②酸味や香りを効かせる 

塩味以外の味覚を加えることで、

塩分を抑える。 

【酸味】酢、レモン 

 

【香り】きざみゆず、かつおぶ 

し、ごま、にんにく、しょうが 

 

【スパイス】カレー粉、とうがら

し、ハーブ 

③新鮮な食材を使う 

食材そのものが美味しければ、

調味料は抑えられる。 

加工品より生肉、生魚を使用す

る！ 

【さんまの塩分量】 

開き干し     生魚 

   1.3ｇ     0.3ｇ 

 

  

 

 

 

 

④焼く・揚げるなどの工夫 

焦げめをつけて香ばしさを出す

など、調味料に頼らない工夫も。 

 

【例】 

・香草とパン粉をまぶしてオー

ブンで焼く 

→香ばしさで美味しさ up 

・煮物ではなく、塩焼きにする 

→煮物は染み込む分、塩分量 up 

 

１日の塩分摂取量 男性：８ｇ未満 女性：７ｇ未満 

(目安：食塩小さじ１杯=６ｇ) 

 

おひたし 

１．醤油はだしで割る 

２．鰹節やゴマで風味をつける 

３．水分はしっかりしぼる 

４．食べる直前にだしをかける 

 

 

味噌汁 

１．だしを取る 

２．具だくさんにする 

※味噌汁の塩分のほとんど

は汁に含まれています。具だ

くさんにするだけで減塩

に！！ 

 

栄養教室(父島)のご案内 

栄養士による減塩食に関する講義・調理実習・試食を行います。 

おいしく健康になるご飯を学びませんか？ 

日時：３月１５日(木)１０時～１３時  場所：福祉センター調理室 

※詳しくは、健康・保健のコーナーのページをご覧ください（母島は終了しました） 

 

 

 

 

 

 

例えば、この料理を作る時のポイントは・・・ 

誰でも参加OK♪皆様のご

参加をお待ちしています。

♪ 

http://illustrain.com/?p=10738


定期予防接種 乳幼児健診・歯科検診（父島）

国有林の取組報告・特別講演会（父島）

　　　　　出港日 　　　　　入港日

父島母島保育園卒園式

母島小中学校卒業式

高校図書館開放

母島巡回労働相談

国有林保護地域入林講習（母島）

高校図書館開放

　　　　　入港日 　　　　　出港日

シルバーピア申込開始（～30日まで） 小笠原中学校卒業式

乳幼児測定会（母島）

東京弁護士会法律相談（父島）

東京弁護士会法律相談（母島）

ガラパゴスに学ぶ交流会 母島粗大ごみ

第１回村議会定例会本会議 小笠原小学校卒業式

　　　　　出港日 　　　　　入港日

小笠原高校卒業式 電話による無料法律相談

国有林保護地域ガイド講習（父島）

第１回村議会定例会本会議

　　　　　入港日 　　　　　出港日

子育て相談（父島～12日まで）

ウミガメ報告会（父島）

子育てセミナー（父島）

国有林保護地域入林講習（父島）

子育てセミナー（母島） ヘルスアップ教室

子育て相談（母島）

　　　　　出港日 　　　　　入港日

村民相談

行政相談

Jアラート試験

栄養教室（父島）

第１回村議会定例会本会議 30 金

31 土

15 木

水 29 木

28 水

14

13 火

27 火12 月

日 26 月

25 日

11

10 土

金 24 土

23 金

9

8 木

水 22 木

21 水

7

火

6 火

5 月 20

4 日 19 月

3 土 18 日

金 17 土

16 金

2

1 木

日付曜日 行　事　予　定日付曜日 行　事　予　定


